
アマゾンだけでなく、カリマンタンやスマトラの森や泥炭地も燃え続けている！ 
東カリマンタン州では昼夜を問わず住民ボランティアが消火のため出動している、ご支援を！ 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続々・燃える水の森から スンガイ・プトゥリ紀行（132号の続き） 
石崎雄一郎 

WALHI西カリマンタン事務所での活動家たちとの熱い議論 
　ジャカルタを後にした私たち（神前進一先生、
Yucco、石崎雄一郎）は、西カリマンタンへと　　
向かった。西カリマンタンの州都ポンティアナク
は、直訳すると「妊娠中に死亡した女性の子ども
の幽霊」というユニークな名前を持つ。神前先生
によれば、昔は街全体がとても汚かったが、　　
現州知事がポンティアナク市長時代に都市再開発
や環境美化に力を入れ、今は街を歩いていても　
とてもキレイな印象だ。　　　 
　マレーシア・サラワク州に近く、中華系住民も

多い。私たちのホテルの隣のレストランでは、マレーシア風の伝統的なパン”ロティ・チャ
ナイ”が名物メニューとしてあった。レストランのオーナーはとても気さくで、メッセージ
を添えた写真を店に飾っていいかと頼まれた。 
  腹ごしらえをした後に、私たちが向ったのはWALHI（ワルヒ）の西カリマンタン事務所。
WALHIは世界的なNGO FoE（地球の友）のインドネシア支部であり、インドネシア全土に
拠点を持つ大きな環境NGOだ。しかし、その本質は地域住民を大切にする現場主義で、　
住民の人権に関わる開発問題に対するアドボカシーや裁判等を得意とする。 
　私たちが待つWALHI事務所へ大きなバイクで颯爽と現れた長髪でワイルドなアントンさ
んも、スンガイ・プトゥリの現場へ入って村人へのキャパシティ・ビルディング（コミュニ
ティ・モビライゼーション）を行なっているという。アントンさんは、スンガイ・プトゥリ
地域に広がる熱帯泥炭林に産業造林用の運河を掘ったため環境林業相から運河の閉鎖を命じ
られているモヘアソン社について、現在は操業が止まっているものの今後どうなるかはわか
らない、影で運河を掘ったり森林火災の危険性がある、現場の調査が必要であると話した。
そのような中で、スンガイ・アワン・キリ村の住民の半分は企業に対抗しており、残りの　
半分は企業の利益に期待しているという。反対派は政府に対して、企業の森林事業権
（HPH）取り消しと補償を求めている。今後動きがなければ、法廷に持ち込み企業を訴え
る可能性がある。 
　WALHIではこのようなキャンペーンやアドボカシーとは別に、住民支援としてのhutan 
desa（村落林：政府認定の住民参加型森林管理システム）や村人によるコミュニティ・マッ
プ作りも支援している。企業による大規模開発問題のほとんどは、村における土地問題でも
ある。天然資源の問題は地方政府の腐敗が大きく関わるが、土地利用はコミュニティ自身の
選択が重要だと言える。インドネシアで産出される石炭やボーキサイト、レアメタルなどの
鉱物資源は先進国にも輸出されており、地球規模の問題でもある。しかし、コミュニティに
対して地球規模の問題を伝えるよりも、森林火災の煙害が自分たちの生活に被害をもたらす
ことや、気候変動が農業に影響するなど具体的に身近に関わる問題点を伝えたほうがいい。 
　アントンさんは、WALHIはコミュニティを重視しており、ウータンが日本での市民の啓
発を重視しているならば、お互いにいいコラボレーションができるとのではないかと言う。
アントンさんは、「全てのNGOが同じハートを持っているかは気をつけなければならな
い。ビジネス指向の団体もある。だが、今日はいい議論ができて良かった」と笑った。 
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活動家を生み出してきたタンジュンプラ大学林学部に続く伝統 
　ポンティアナクからケタパンへと向かう翌日
の朝、この地を代表する総合大学タンジュンプ
ラ大学を訪れた。もともとWALHI西カリマン
タンも当大学の卒業者が多く、事務所はすぐ　
近くにある。広いキャンパスの中にある樹木園
が目的だ。騒がしい大通りを少し入ったところ
に樹木園の入り口があり、入ると静寂に包まれ
た。少し進むと大きな小屋があり、数人の学生
がいた。一人の学生が僕たちに気づいて話しか
けてきて、この中を案内してくれるという。　

樹木園の中は、まるで森にいるかのような空間で、説明が書かれた木々や花々が鑑賞できる
ようになっていた。また、小屋の中には様々な小動物の骨や昆虫の標本が飾られてあった。
飽きのこない楽しい空間だ。聞けばこの小屋を拠点として、林学部の学生が中心とな
り、”Sylva Indonesia”という団体を運営して、樹木園を管理しているという。ボランティ
アが外部の人の案内をしたり、イベントをしているそうだ。この日は女性グループが集まっ
て、林産物の何かを作っていた。驚いたことにこの森はここにはもともと無かったが、キャ
ンパス内に　学生がつくったものだという。ポンティアナクのような大都市でも比較的短期
間で森が再生できることが実感された。 
　後にケタパンで僕たちを案内してくれたエマさんにSylva Indonesiaの話をすると、なん
と彼女もこの団体の卒業生だという。さらに驚いたことに、その時のリーダーは、WALHI
西カリマンタン事務所で僕たちに話をしてくれたアントンさんであった。インドネシアの　
活動家は大学の林学部や農学部出身の優れた学生が多いように思われる。彼らは世代を超え
て伝統を受け継いでいる。この地を代表するタンジュンプラ大学が生み出した知恵と勇気に
溢れる学生たちの熱帯林保全の歴史が息づいているようで嬉しい気持ちになった。 

スンガイ・アワン・キリ村のアブラム議長へのインタビュー 

　WALHIやグリーンピースがスンガイ・プトゥリ地域の村人をジャカルタへ連れて行った
件で、2018年10月に12の村のキーパーソンを集めてミーティングを開催したのは、スンガ
イ・アワン・キリ村の村議会（BPD）の議長アブラムさんであった。その後、後述するNGO
ヤヤサン・パルンのエディさんがコーディネートして様々なNGOへつながっていったとい
う。村人たちがNGOと共同で環境林業省へ提出した要望書では、「スンガイ・プトゥリ地
区でのモヘアソン社の操業を止めること」と「深さ5メートル以上の運河をせき止めて埋め

!5



ること」が求められた。11月には村議会として環境林業省の人とミーティングを行う予定
だったが、会うことはできなかった。ウータンには、日本政府を通してインドネシア政府に
圧力をかけることをお願いされた。 
　村議会では、モヘアソン社の問題について2017年9月から計6回話し合い、その結果、　
周辺の12の村と共に反対運動を行うことを決定した。2016年11月にモヘアソン社と村が　
署名を交わした連携協定での約束が何一つ実現されていないことを追求したい。2017年3月
の環境林業省による運河せき止めの行政命令で20日以内に企業が応じなければ制裁が与え
られることになっているが、環境林業省はまだ何もしていない。一刻も早く処置をすべきで
ある。運河を埋める費用はモヘアソン社が負担すべきだ。2,200ヘクタールあるスンガイ・
アワン・キリ村の森について、会社から土地所有者への補償が作物分にのみなされたが、　
今後は土地に対しても補償するように行政に訴えたりデモ行動によって抗議したい、などと
アブラムさんは話した。 

タンジュン・バイク・ブディのモハディ村長へのインタビュー 
　モハディ村長はメッカへの巡礼から帰ったところであった。この村の村議会は30人。
JICAの泥炭地火災対策プロジェクトが2008年から2018年まであり、クアラ・トラク村、　
スンガイ・プトゥリ村、トゥンプルカン村、スンガイ・アワン・キリ村と共にタンジュン・
バイク・ブディ村の5村が報告書で確認された。実際に村長はJICAから支給されたデジタル
カメラを持っていた。JICAのプロジェクトでは、7～9ヶ所のカナルブロッキング（sekat 
kanal）と掘抜き井戸（sumur bor）の設置が実施された。BRG（泥炭地回復庁）からは、
400万円相当のコミュニティ・エンパワーメント支援があり、牛・ヤギ・鶏等が支給された。 
NGOトロペンボスのサポートで5,000ヘクタールの村落林の申請がされており、6ヶ月経つ
がまだ承認はされていないという。村落林での土地利用ではアカシア植林やゴム農園を計画
している。アブラヤシ農園は認められていないが、できればやりたい。パーム油生産の魅力
は植えてから3年で収穫できることや価格が高いこと。JICAの泥炭地火災対策プロジェクト
を通して気候変動や温室効果ガス排出に関する泥炭地保全には賛同しているが、カナルブ
ロッキングでの保全よりもセメントで覆った方が簡単に住民のアクセスを良くできると    
思う、などということを村長は語った。（＊このインタビュー後に、モハディ村長は書類を
偽造し、村人の土地を許可なく企業に売った収賄容疑で農民より反対運動を起こされたとの
情報も入ったが、2019年8月現在まだ村長を続けているようだ。） 

地道な研究とコミュニティ支援を続けるNGOヤヤサン・パルン 
最終日にヤヤサン・パルンの事務所を訪れた。
場所がわからなくて、携帯電話での流暢な英語
の案内を頼りに出会ったテリーさんはアメリカ
出身の女性の動物学者であった。隣で話してい
たヴィクトリアさんもヨーロッパから世界中を
転々としながらここにたどり着いたスウェーデ
ン人の動物学者の女性。ヤヤサン・パルンはこ
のような国際色豊かながらも、研究と地域との
関係を生かした活動を長年続けている団体だ。
しっかりとした研究とともに、コミュニティで
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の組織化や教育を通して、村落林での地域産品によるコミュニティ・ビジネスの支援などを
行ってきた。企業の開発への懸念はあるものの、団体として直接的なキャンペーンはあえて
行っていない。 
　ウータンとしてはヤヤサン・パルンとのエコツーリズムの可能性を探りにきたが、グヌ
ン・パルン国立公園との関係づくりなどでまだまだ途上のようだ。タンジュン・プティン　
国立公園でのウータンのエコツアーは、FNPFが公園事務所との関係性を築いてきた上でで
きていることだと改めて実感した。とはいえ、この日の議論は盛り上がった。コミュニティ
支援を担当する男性のデシさんは、バスキとも会ったことがあり、彼の現場主義の考え方に
深く共感しているという。タンジュン・プティンはいいモデルだという。 
　神前先生から、広範囲の海域に広がるマレー文化を持つムラユは、カリマンタンの先住民
ダヤックと土地に対する考え方が違うために保全に対する意識づけが難しいのではないかと
いう質問がなされた。デシさんは必ずしもダヤックが村落林を進めやすいわけではなく、 
逆にムラユにも大きな村落林はあると答えた。どちらもかつては泥炭地を破壊せずに発展す
る伝統的な知恵（Local Wisdom）を持っていたという。それは、大規模な産業や企業が  
来る前から住民が持っていたものだが、それに立ち返って生活を見つめられるかどうかで 
村ごとに違いが出る。慣習林（hutan adat）で行う伝統的な知恵の中で、森林火災は起こ
らなかった。その中に持続可能な生活の知恵を見いだすことができる。そのことに政府も 
気付き始めているという。「それはもともと村人の中にあった。それを忘れてしまったの
か、受け継いでいるのかだ。であれば、持続可能な生活はもともとあるものを思い出す行為
から見つかるのかもしれない。」 

村とNGOをつなぐキーパーソン　エマさん 
　スンガイ・プトゥリ泥炭地での2年ほどの現場　
視察によってわかったことは、この地域が数多くの
村に囲まれていて、多くのステークホルダーが絡む
複雑な状況にあることだ。当初、スンガイ・　　
プトゥリ地域のプロジェクトでは、地域住民の中
から保全に向けたキーパーソンを見つけようとした
が、一村人がこの地の保全をコーディネートするこ
とは非常に難しいと思われる。また、村議長や　
村長へのヒアリングから読み取れる通り、多くの村人にとっては、熱帯林や熱帯泥炭地を　
保全するために企業に反対しているのではなく、当初の約束が企業によって履行されずに　
村の利益が反故にされたことに対する反対運動というのが本音だろう。 
　同時にこの地域には多くのNGOが関わっているが、現場レベルでは皆がつながっている
ことがわかった。初めてスンガイ・プトゥリに来た時に、運転手のウディンに連れて行って
もらった大きなモスクの前のカフェでは様々なNGOで働くローカルスタッフの多くが　　
集まって談笑していた。 
　その中でも多くの村とNGOを案内してくれたのが、エマさんだ。彼女の持ち前である　
誰とでも仲良くなれる気さくさとコミュニケーション能力、今も働きながら大学院に通う　
勤勉さが、多くのプロジェクトを担う原動力ではないか。昨年の夏に訪問した際、最終日に
は彼女の地元サンダイで夫と息子と食事をする機会を持った。働くお母さんの一面も垣間見
た夜であった。 
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2019.４.25(木)

2019.5.9(木)

○毎日新聞（東京版）の連載記事で、ウータンの活動やその背景にある問題について
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2019.5.16(木)

2019.6.13(木)

14回にわたり取り上げていただきました！その一部を抜粋してご紹介します○



2019年9月 missy 
  

何もないところで、ゼロからのスタート 

　7月上旬、タンジュン・プティン国立公園内の新しいロケーションでの植林が始まっ
た。本誌でよく紹介しているセコニャール青年団がウータンと共同でボチボチと植林を
開始してから1年経った昨年半ば頃から、段々と国立公園スタッフの注目度が上がって
きたようで、先方から「まとまった面積の植林を計画的に実施してほしい」という旨の
要請があったようだ。「～ようだ」というのも、こちらとしてはあくまで青年団が自立
して各ステークホルダーとやり取りできるようになってほしいという希望(魂胆？)を
もっているため、あえて干渉することはしなかった。ところが、蓋を開けてみると、　
「3年間で60haの約束しちゃった。予算どうしよう？」と言わんばかりの(さすがに　
こんなふざけた言い方ではなく、もっと切実な相談だったけど…)泣きつきメッセージ
がカリマンタンから大阪まで送られてきた。 
　こんな話が舞い込んで来たのが昨年11月頃。もともと「植林と苗づくりを若い世代の
収入源としながら継続的に人材育成したい」という企み自体はあったし、助成金への　
申請も考えてはいた。そこで、先の具体的な要請を受けて、想定していたよりもかなり
大きな面積の植林プロジェクトになったので、大急ぎで思考転換をしながら12月上旬の
応募に向けて申請書執筆に挑んだ。ちょうど他の書類〆切や、出張の立て込んだ時期に
滑り込みセーフになるまで粘りに粘って書き上げた申請書。思えば、最初から最後まで
私一人で書いたのはこれが初めてだった。青年団と私、両方にとっての新しい挑戦か、
それもおもしろいな！という目で周りの人たちは暖かく見守ってくれたように思う。　
ちなみに、今回挑戦した「積水ハウスマッチングプログラム」という半分は社員さんの
積立金によって運営されている基金に応募するのも、ウータンとして初めてのことだっ
た。そして迎えた、ドキドキの結果発表。２次選考の面談ありと2度もハラハラさせら
れながら、春にやっとカリマンタンへ嬉しいニュースを届けることができた。 

　さて、えらく前置きが長くなっ
てしまったが、今年になってから
始まった植林は、過去の火災跡地
の森林再生が遅れている箇所で、
衛星画像で確認しても明らかに周
辺とは違う土地状況になってい
る。今年の目標は20haだが(来年
度以降も継続したいと考えている)
初めてのロケーションでの作業環
境を知るためにも、まずは10haの
植林を行うことにした。 
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衛星画像でまだ茶色く目立つオープンスペースとなっている植林対象地。○が今回の10ha



　植林地は村からボートで川を上ること2時間のロケーションで、最終的には16人で　
1週間の野営生活をしながら作業を完了したのだが、私も最初の2日間だけ同行させて
もらった。苗木を運んで到着した現場は、何もないジャングル(植林地は草地だけど、　
川側には森が広がっている)で、初日は野営地設置と腹ごしらえで日が暮れた。ここで
は、生活の糧は持参したもの以外は森からいただき、水浴びは川まで歩き、飲み水も
掘った井戸の泥炭水。電気はソーラー発電頼み(幸か不幸か晴れ続き)で娯楽も少ない中
での10～50代の男どもの共同生活。私はほんの1泊2日お邪魔しただけだが、あとの5日
間も、日々体力がすり減っていくなか同じことを繰り返すと考えただけでも、彼らの　
忍耐強さに脱帽する。早朝から作業に励み、暑い昼間は腹ごしらえをしながら休憩し、
涼しくなり始めるとともにまた動き出して、日暮れ前に野営地に戻る。夜は寝床を整え
る、料理して食べる、お喋りしながら体を休める、くらいしかすることがない…。しん
どさも疲れも単調な生活の退屈も、みんなで支え合ったり分け合ったり。助けてくれる
のは一緒に現場にいる仲間だけだ。 
　後々誇れる植林にするためには丁寧で正確な作業が求められるけど、灼熱の太陽を　
頭上と背中に受けながら早朝から夕方まで(ご飯と休憩以外は)ひたすら働く体はきっと
すぐに悲鳴を上げる。でも、心身の限界と仲間に負けたくない意地との狭間(?)で、私
の兄貴分・弟分たちはなんとか1週間の作業(＆生活)をやりきった様子。終わるや否や
街に出てきて嬉しそうに「これから遊びに行ってくる！」と(やっとつながったネット
で)ビデオ通話報告してきた若い衆を愛おしく感じる心の片隅で、日本の梅雨がカリマン
タンまで届いて(?!)、植えられた苗木たちにとって恵の雨が少しでも降り注ぎますよう
に…と祈らずにはいられなかった。 
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写真左上；朝、作業を始める前の集合
写真。昔この付近で亡くなった歴史的
人物の記念碑の前で。文化的にも大事
なロケーションということ⁇ 
右上：植える前に必要な区画整備。　
コンパスで方角を測りながら碁盤の　
目状に草を刈り、等間隔に目印となる
棒を設置していく。 
左下：我らが野営地！寝床には個々人
のこだわりが垣間見れる。
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  やればできるエコツアー！

そしてこれからも・・・ 
　今年の夏は参加者8人となったエコツ
アー、直前にやむを得ない事情でキャンセ
ルされた方があり寂しい気持ちを引きずり
ながら当日を迎えました。蓋を開けてみる
と、今回出会えた参加者さんたちは本当に
知識・経験・想いの”濃い”方達ばかりで、
コンパクトな人数が功を奏したことも　　
あり、個性輝く充実した6日間になったのではないでしょうか？ 
　私自身もエコツアーの企画に関わり始めて3年目（4回目）、やっと慣れてきて頭の回転
も少しは速くなった？という時期に差し掛かり、最終日の振返りでもらったアドバイスも　
飲み込めたように感じます。そして、それは現地受け入れ団体の一つであり企画全体に関
わってくれている、タンジュン・ハラパン村の青年団メンバーたちも然り。 
「ね、最終日のお昼ご飯どうしよ？いきつけの店はなくなったし、移動すると車のチャー
ター料が倍になる…。せや、お弁当注文するのでいい？船の上で食べてもええよな？」 
　-わかった、そうしよう。注文はミッシーがしてくれるってこと？ 
「植林地に行く時、メンテナンスの体験もするわけやん。場所の準備はできてんの？」 
　-うん、俺らは買い物担当やけど、残ったやつらが今日そっち行っとるから。 
「明日朝は船着場で集合やから、滞在先が遠い人は迎えに行ったってや。誰が行ける？」 
　-大丈夫、分かっとる。こいつが行くから！ 
　今年は、みんなに頼られるリーダー的存在のメンバーだけでなく、11人のツアー同行メン
バーの誰に聞いても、この様に自信を持った答えが返ってきます。以前なら「ミッシーがそ
う言うなら」という人任せな返答が多かったのが、言われなくとも考えたり、言われたらす
ぐ動く！が徹底されてきました。質問・指示されても「えっ？俺分からんからあいつに聞い
て」だった頃からすると、個々人の自立とチームワークが確立され頼もしくなりました。 
当り前ではありますが、全員が
日々のスケジュールを理解し、
自分は何ができる
か・あれそれは　
誰ができるかを
考えられるよ
うになってき
たということ
でしょう。 
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ツアー御一行が村に入る際の歓迎
の儀式を自分たちで企画♪ 
彼らのアイディア&行動力の活き
る企画がきっともっとあるはず！

 ツアーの1日ごとの内容紹介はSNSにて発信中！ 

     「ウータン・森と生活を考える会」 
 ♯ボルネオ島エコツアー2019 が目印♭



さて、ツアーの感想は参加者さんにお任せして次号以降に掲載するとして、ここからはツ
アーの中で出てきた課題や参加者さんからの提案などをご紹介します。 

ホームステイ先家族との対面式 
村に着いてすぐ、どの人がステイ先の家族かも分からない内に
荷物が持って行かれ、家でも家族構成や名前すら分からない…
という状況を防ぐために、最初に家族の紹介をしてほしい。 

青年団やホームステイ先家族についての事前情報提供 
同じメンバーと数日一緒に過ごして「この人にこれを聞きたい」
と思った時に旅が終わるのは残念。青年団の写真つき名簿や 
ステイ先の家族構成がしおりに載っている方が嬉しい。 

トイレ＆風呂場の説明 
去年は人数が多かったため実施しましたが、今年はちゃんと
時間がとれず、反省。また、周りに勧めるには洋式トイレ＆
シャワーはマストという意見や、ホームステイか洋式設備の
整った宿泊施設か選べたらよいのでは？という考え方も。 

地元料理を味わい、日本料理を振る舞いたい 
料理は美味しかったが、お客さんに出すメニューが多いように感じた。山菜を使った料理な
ど、村の人が普段食べているものも体験したかった。また、今回味噌汁を作って村の人に　
食べてもらったが、参加者から日本の料理を振る舞う時間もあると良い。 

オプショナルなフリータイム導入？ 
料理に興味があるから、一緒に作ったり素材について説明してもらいたい！青年団は男性ば
かりで女性との交流が少ない…。4泊のホームステイだけど家族と過ごす時間は少なく、　
半日でもゆっくり過ごしたい！家によっては迷惑がかかるだろうから、オプショナルでプロ
グラムを選べると良いのでは？…確かに、グループツアーだとどうしても他人に合わせない
といけない場面が多いので、フリータイムを設けて自由に過ごすのもアリ?!また、ボルネオ
島だけでなく首都ジャカルタの市街地での時間もあった方が良いという意見も。 

日本人だけの振返り・情報共有セッション 
最近は関西以外からの参加者も増えてきて、事前説明会での顔合わせなども難しくなってい
ます。一方で、参加者⇔企画側の双方向の丁寧な事前コミュニケーションや、上記の様な　
個別の希望、「ツアー中に個人的に見聞きした情報をみんなで共有すべき」というニーズも
あります。また、現地受入れ団体の前ではネガティブなことは言いにくいけど…という意見
が最終日のジャカルタでのディナーで湧き出てきたりします。こういった希望やフィード
バックの聞き取りが丁寧にできるように、ツアー中にもインドネシア人抜きの振返りセッ
ションなどをした方がいいと感じました。 
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Facebookグループ「ウータン・エコツアー同窓会」にご参加ください！ 
2012年以降のツアー参加者など、タンジュン・ハラパン村を訪れた人たちと村人との交流を
促進します。案内の届いてない方がいらっしゃいましたら、恐れ入りますがご一報下さい。



インドネシアの原生林・泥炭地保護政策の成果と問題点 
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̜̑̅ʎʍʟɺ¾ǒˬ˜ɻŤ˩Ǻ�RN˩ʃʇ͓͐�ɢƮ]N˒è˿̂́�n˰ʅʂ͐KŻ˞́Ƴŗ
̅Ș´͓ʃʁʂʂÓ˭ˡ˯ˢ˻˯�¹ȀTȒƦ̅ǒ´˜ˢ˄ˡ˯çʃʁʂʆÓĕ@�uĶ˩˰ʃʁʄʁ
Ó˸˩˭Ǻ�RN˩ʃʊ͓͐�ɢƮ]N˒è˿̂́�nʅʂ͐˯KŻ̅˂Ȁˎ˪˜˨ˍ́˄ɷ
˂̪̮̉͌̇̚˯Őň-ȬĠǒ˴ʂʁ4̪͈˯ʜʑʐʐɼ˯Ɖ5ȲɔĘQ̅ǚŃ˜ˢ̯͈͎̋̌Ġ
Ö˪˯��ɛ]´̅Ƿı˭͓̪̯̓ͅ¢ǣɬ˰ʃʁʂʂÓʆĺ˭ˆbơňː˾˳ŲƇ�˩˯ħȌ
ɚƬ�œșj˯>Ǣˇ˭ɜ˞́¢ǣɬuƿɺʕʰʳʵʨʶɻʂʁlɺ��̩͇̿͆̇̽˪ȂƜɻ̅ƬȂ˜ˢ˄
˙˯̩͇̿͆̇̽˰̱͎̽ŭ˽ɖÇœƧˑ˿úəŜ!̅¥ˎ˪ƙfƬ˛͓̂ʙʓʚˑ˿˰ă˗ɇ
˒ ˍ˪ĀE˛̂˦˦˼͓ʃÓ˚˪˭ĵħ˛̂Ɯ�˭ǻ˥˨ˍ́˄ɷ

ジョコウィ政権下での森林環境政策 
˂Øťŵ˪˜˨�Ŧ˯ɵˍ̛̗͍̪̪̈́̋̈ɺɀǅ̛̗̈́̋̈ɻ˰ʃʁʂʅÓʂʁĺ˭D˯ģť@ȶ¢ǣ
ɬ˪˜˨Â�ç͓ĠÖ˯ŜŕĞɩ˭ƹý˜̛͓̻̣̑̀¢®ňœ®ɍ@ȶ˯̛̗̈́̋̈˰Ɵ�
Ʒ˪ňœƷ̅ǣn˜Ɵ�ňœƷɺʖʗʔʖɻ̅ħȘ͓̺̘͎͈Ȼœ¢®˯_�l̅ĉˤo¢®˩
ġˏ͓²3̅U˻ˢ̧͍̭͈̰̈́̅̚¢ǹ˭ă˨˓˜ˢ˄ã¦˯̵̬̤̉̇̚˒̛̗̈́̋̈˂˂
Ġř˩˯Ŗ˅ˬŐň-ȬĠǒ˭Ŵˑ˛̂́˙˪˭ˬ́˄ɷ
˂̛̗̈́̋̈˰¢ǣɬÂ�˯Ǳĺ˭˰ŲƇ�-9�̨̱͈͈̤͎̈̐̀˩Ļpˬ͇̇̋Ë̜͌
͍̩̹͎͈̑̉ł̅ȗ�˜͓̙̘́̚ō�͍OÌ˯Ɯ�˽ŲƇ�˯ŧ"̅ǧĉ˞́ˢ˻˯˂˂
�ɺʶʨʮʤʷɷ ʮʤʱʤʯɻˬ˫̅ȋ®˜͓ŲƇ�-Ȭ̅$ť˭ǚŃ˜˨ˍ́˄ĠřƬȴ˯ǱÓʃʁʂʆÓ˰
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͈̬͎̬̍̈́Ɯȯ˩ʇ͛ʉĺ˭ɦ˒ɞ˿˟͓ʊĺˑ˿̢̜̻̩͓͇̻͆̐͌͌m�˩Ƭơ˜ˢŐň
ƅƆ˰ʃˑĺɛ˭̄ˢ̀ĿķĻ˯ʃʇʁ�ʫʤ˯#�ň˽ŲƇ�̅Ƌ˓Ã˕˜͓ŞË9�˯Óɛ
ď@ɓ̅��́ʂʇ4̩͌˯ʏʚʃ̅ď@˜ˢ˄Ƌ¤ɨǉ˯ʄʄɹ̅`˻́ŲƇ�˩˰��ƅƆ˒
ŹI˩̷̝̉˭˾̀ʆʁ��˒xt�ƫò̅òˎˬ˫Ơ¢ˬȃ¸̅˼ˢ˿˜ˢ˄˙˯ŐňƅƆ˰
ˆʃʂ	ǙĹ¢˯Ɵ�Ɨǭˇ˪ʙʤʷʸʵʨȠ˒�˝ˢ˒͓ʃʁʂʆÓʂʂĺ˭�̢͇̻̐͌͌$ť˪Ɵ�
ʙʓʚ˯ʠʍʗʔʕ˒ĠÖ̅Ƶý˭ȳ˙˜ˢțȖ˰͓ʃʁʂʊÓʈĺ˭ĹɵȄ˩¢ǣɬ̅s˺ĠÖ˯
Ȱ�̅ȡ˻́Eū˒ƾ´˜ˢ˄ɷ

泥炭地回復庁(BRG)の設立 
˂̛̗̈́̋̈Ġř˰˙˯ƅƆ˯ġȔˑ˿ŲƇ�˯-9˪ďŧ˩ǼÙ˜ˢŲƇ�˯�é˯ɑȉ
î̅=ȡȩ˜͓ʃʁʂʇÓʃĺ˭¢ǣɬƴÆ˯Ŝɜ˪˜˨ŲƇ��éÔɺʎʜʓɻ̅ȘǍ͓ə²˭ɷɷ
6ʠʠʒ̪̮̉͌̇̚Ɵ�-9̨̢͉͎̈̔˯̴̛̫͈͍̪̎̇̅ȳƣ˜ˢ˄ʎʜʓ˰ʃʁʃʁÓ˸˩
˯Ľɟ�˓Ŝɜ˩͓ʆÓɛ˭ŲƇ�ǼÙ˒ŹIˬʈË˩ʃʅʊ�ʫʤ˯ŲƇ�˯�é͓˦˸̀=ž
ƄV͓őơ=ơ͓Ȼłǡź˯=ŴîV̅�U˪˜˨ˍ́˄9�˭˰ʂʉʊʁ�ʫʤ͓�ȕʈË˭˰
ʂʃʊʁ�ʫʤ˯ŲƇ�˒¬�˞́˒͓ˎˤʄʃʇ�ʫʤ˒�œ˯̗̞̥͌̈́͌̚<˭¬�˜͓ˡ̂˿˰
�é˯¾ȯˑ˿ɠ�˛̂˨ˍ́˄ɷ

泥炭地保護政策の強化 
˂¢ȌŘŐňƅƆç˯ʃʁʂʆÓʂʃĺ͓ơƢň˯ƅƆȵ�˯¾ǒýǦ˓˭ɜ˞́¢ǹȌJ
ɺʛʨʵʰʨʱɻ˩˰͓̇̐̇̚ɂň͍ȆǛɺʔʞʕɻ�œ˰ʂʁÓɛ˯&œȒƦ˪Óɛ&œȒƦ˯ĕ@͓
ƅƆƬơ��˩˯Ĝœǂş˒Ȍ´˛̂˨ˍ́˄˸ˢ͓ʔʞʕ�œ˯̗̞̥͌̈́͌̚˩-9X�˒
ʅʁ͐̅`˻́�n˰�ĸ�̅�˯�ü˭Ū˻́��̶̜̥͋˒Ȍ´˛͓̂˙̂̅Gƣ˜˨ɷɷɷ
̜̻̩͆É˩Ĝœ˞́�œ˒̶̱͓̇Ȉ̶̱̇Ë˯Őň˩ɚƬř̅è˨Ʉ@˜ˢ˪Ȑ̄̂́˄ɷ
˂ʃʁʂʇÓʊĺ͓Ī¬˯̗̞̥͌̈́͌̚<˩ˌ˥˨˼ŲƇ�˩˯̵̇͆́̚ō�˽̇̐̇̚ɂň˴
˯ȸĖ̅ǂş͓ʃʁʂʇÓʂʃĺ˭˰ŲƇ�ơ÷ǘ˯-Ȭ˪ǔƞ˭ɜ˞́ʃʁʂʅÓĠ�˒Ğ´˛
͓̂ŲƇ˯Ź˛̅�ƀ˭̡͎̬͌̅̕Ȁˍ͓ʄʰ�Ź˯�é˞˵˓ŲƇ�˯��̅:Ȃ˜ˢ˄
�é¾ȯŲƇ�ʃʅʊ�ʫʤ˯ˎˤʉʈ͐˰ơƢX�ɺʮʤʺʤʶʤʱɷ ʥʸʧʬʧʤʻʤɻ˭ˌ͓̀�œɺƢœɂň
ɺʔʞʕɻʂʈʅǀ͓ľŁ�đɺʔʛʔɻʄʁǀ̵͓̇͆́̚Ȼ�ɺʔʓʟɻʄʃʈǀɻ˯ǔƞ�˭ˌ́˄š̀˯ʂʄ͐
˰-9X�ɺʮʤʺʤʶʤʱɷ ʯʬʱʧʸʱʪɻ˭ˌ́˄ʃʁʂʈÓʄĺ˭9�˯ŲƇ�̡͎̬͌̕˯ĞȑƓ��̅
:Ȃ˜͓9�˯ʃʅʇʈ�ʫʤ˯ŲƇ�˯ʆʁɿʄ͐˒-ȬX�͓ʅʊɿʈ͐˒ơƢX�˭Aɯ˛̂ˢ˄ɷ
oÓ͓ơƢX�˩˰ŧ"̅ʅʁʦʰ��˭-˦˙˪˒Ɵ�ňœ¢ǹȌJ˩´˻˿̂ˢ˄˸ˢɷɷɷ
¢ǣɬ˰ʃʁʂʇÓʅĺ˭ŲƇ˯Ź˛˭ɜ+ˬ˕̵̇͆́̚Ȼ�˯ħȌɚƬ>Ǣ̅Ȃĭ͓ʃʁʂʉÓ
ʊĺ˭̵̇͆́̚Ȼ�ɚƬ̩͇̿͆̇̽˭ǯp˜ƬS˜ˢ˄��͓Ǟˑ˭Ġǒ�ɋ̅Ƚ˵ˢ˒͓
�ɮ˰çȽ˞́˾ˎ˭Ű�Ȁ˯Ü˛˭ˌ́˄ɷ
˂�Ĩ͓Ɵ�ňœƷ˰ŐňƅƆ˯�ɝ˪ŷƅ̅ąˎŷɝɡɺʘʤʱʪʪʤʯʤɷ ʍʪʱʬɻ̅9�m�˭ɷ
ʂʄʃ̤͎̽ʂʊʁʁ���˯ɡ|̅ɎǮ͓ŐňƅƆİ˭˰ȷ˽Ȫ¼͓Ȼ��œ˪]1˜˨ŷƅ˭
àˢ́%H˒ƾǍ˜ˢ˄̧̗̼̬͂̈˭˾́ŷɝ�˼ʅʁʁʁł��˩ȘǮ˛͓̂īÑƮˬ̱̩͎͊
͈˽�Ƭ̅s˻ŴT˜͓ʎʜʓ˰ƅƆɭƬŲƇ�˩ˆŲƇ̅ŦɊˎłˇɺʧʨʶʤɷ ʳʨʧʸʯʬɷ ʪʤʰʥʸʷɻ̅
Ċ´˜ɝƅ̨͈̿�œ̅ĝĘ˜˨ˍ́˄ɷ

The State of Indonesia 
Forest 2018にみる森林　
区分別概況 
˂ʃʁʂʉÓʈĺ͓Ɵ�ňœƷ˰
ʒʍʚ˪;o˜˨D˯ʞʫʨɷ ʝʷʤʷʨɷ
ʲʩɷ ʕʱʧʲʱʨʶʬʤɷ ʒʲʵʨʶʷɷ ʃʁʂʉ�u
Ķ̅ƬȂ˜͓�<˯Őň˯Ƙů
̅AŇ˞́˪˪˼˭͓�¹͍Ë˂
̸͉͈˯Ȳſǔƞˑ˿̗̼̬͂
̸̧͍͎̜̈˯Őňǔƞ˴˯˂
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ŏ̴͆̕˯<Ț˰�ˑ˿
̰̻̜͓̉̏ŲƇAȏ͓
ŲƇƅƆ
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ŐňĠǒ˯̱̣͆̉̽ȸĖ˒fį˛̂ˢ<º˪ˬ˥˨ˍ́˄ɷ
˂̪̮̉͌̇̚˯Őň��ɺʩʲʵʨʶʷɷ ʤʵʨʤʌɷ ʮʤʺʤʶʤʱɷ ʫʸʷʤʱɻ˰ʂ4ʃʁʁʁ�ʫʤ˪��ɨǉ˯ʇʅ͐̅ɷɷ
`˻́˒͓˙̂˰ŰH�˯XA˩µɢ˯ŐňȃȊ˰Őň��˯ʈʂɿʃ͐˭Ɇ˔˟͓��ɨǉ
˭`˻́˂Őň˯Mn˰ʆʁ͐˪ˬ́˄ŐňX�˰ũňɺʳʨʵʰʤʱʨʱʷɷʩʲʵʨʶʷɻ˪ȸĖjǸơƢň
ɺʔʛʖɻ˭¢F˛͓̂çǴ˰̵̇͆́̚Ȼ�ǐ˯ɧŐň˴˯ȸĖ˒jǸˬ��˩Őňɨǉ˰
ʅʊɿʂ͐˭˞˔ˬˍ˄ũň˰�Ǎ:�˽ɒơơƖ-ȬXˬ˫˯ǺƊ-Ȭňɺʔʖɻ˪ŧſŸɱ
ˬ˫˯Ɵ�̙͎̲̜˯ˢ˻˯-±ňɺʔʗɻ˪ˍˎľŁơƢ˒ǂş˛̂ˢŐň͓íĦɨˬ˫˩ɷɷ
Ą�˯˹˒ȡ˻˿̂́HɟơƢňɺʔʛʞɻ͓Ư�˼ȡ˻˿̂́ơƢňɺʔʛɻ˭Aˑ͓̂ơƢň�
�˯Őňɨǉƛ˰ǚʉʁ͐˩͓˦˸̀-Ȭ˞˵˓Ő˯ǚʃʁ͐˒¤̄̂ˢƘ÷˭ˌ́˄bơň
ɺˌ́ˍ˰�ŝň͓ʳʵʬʰʤʵʻɷʩʲʵʨʶʷʌɷʫʸʷʤʱɷʳʵʬʰʨʵɻ˰�ŝň˩˼�Ìň˩˼ˬˍŐň̅Ċ˜͓ʆʁ͐
˯Őň˯ǚ\A˩��˯ʃʅɿʇ̅`˻́˄̩͇̿͆̇̽˯¾ȯŐň˒˙̂˩ˌ́˄ɷ

社会林業政策の推進 
˂̛̗̈́̋̈Ġř˒ĹɑȉȤɮ˪"Ǯ�˗́ŐňĠǒ˰ǀ!ňœ˩ˌ́˄7$ť˽�6̗̼͂
̧̬̈˭Őň˯ǔƞř̅��˞́˙˪˒͓$ť˯̱͎̩̍͌͋̾͌˽ơȒq�˭˦ˬ˒͓̀ɷɷɷ
ƅƆɝş˽ɉŰ�đěƂˬ˫˩Őň̅°́Ĺ�˯ĨŰ˪ǳˏ˿̂́ˑ˿˩ˌ́˄̪̮̉͌̇̚
˯Őň˰ʊʂ͐˒�Ļň˯ŐňX�˩͓Ȼ�˽�đ�œ˰�˽�ĨĠÖˑ˿̗̞̥͌̈́͌̚˪
x˱̂́'ƣř̅ƚè˜˨�œ̅Ȁˎ˄˙ˎ˜ˢƜƘ̅þƽ˜Ő˪;˭Ĵ˿˞�˅˭ǔƞř˽
üĻř̅�ˏ́ǀ!ňœĠǒ̅ʃʁʂʇÓ˭̛̗̈́̋̈¢ǣɬ˰þˤ@˜͓ʃʁʃʁÓ˸˩˭ʂʃʈʁ�
ʫʤ̧̗̼̬̅͂̈ǔƞ˭˞́˪:ǚ˜ˢ˒͓Ɯİƈ˩˰ǚʃʆʁ�ʫʤ˒Ɉú˛̂ˢ˭Ɇ˔ˬˍ˄ɷɷɷ
˂ǀ!ňœ˭˰7$ť˒øǲŰɺʤʧʤʷɻ˩ǔƞ˜˨˓ˢŐ˴˯��üĻř̅�ˏ́øǲň
ɺʔʍɻ͓�Ļň<˩�6̧̗̼̬͂̈˭ǔƞř̅�ˏ́łǽňɺʔʐɻ͓�Ļň<˩$ť̶͈͎̕
˭ǔƞř̅�ˏ̧̗̼̬́͂̈ňɺʔʖʘɻ͓Ƣœɂň̗̞̥͌̈́͌̚<˩�œ˪̧̗̼̬͂̈˒ȎĶ
̅�̄˜ơŴ˭âǍ˦śǇ˯őň˪Gƣ˽�đ̅ȡ˻́$ťőňɺʔʞʜɻ˯ʅ˦˯̶̢̉˒ˌ
́˄ƥȦýǦ˓˒ǕǝV˛̂ˢ˪˰Ȑˏȇɤ˩İɛ˼ȉ˞́ˢ˻͓ʙʓʚ˯ĝĘ˩řG˒ȡ˻
˿̂́�n˒ ˍ˄Ɵ�ňœƷ˰ʃʁʂʊÓʆĺ˭�œ˭˾́��g¥ˑ˿°́ˢ˻7$ť˯˂
øǲňɺʔʍɻřG/ȅ�ʅʈ�ʫʤ̅ƿ˞��̅:Ȃ˜ˢ˒͓˙̂˸˩˭řGȜ˒��˛̂ˢ˯
˰ʅʊł˯ʃɿʃ�ʫʤ˭˪˫˸́˄ǏǴ˰Ȉ̢͇̻̐͌͌Ë˭ˌ̭͍̱͈́͌͌̕�Ǎ:�˪̜͌̑
̶͍̩͇̉̊��̅˦ˬ˖ɒơơƖ�Ú˪"Ǯ�˗˿̂́ʔʐ˯ȘǍ̅ʙʓʚ˒ĝĘ˜͓ł˯Őň
ǔƞ¨|!˭˾́Őň-9ŴT˽Ŗ˅ˬơȒq�̶̛̩͊̌̔˒µĩ˛̂˨ˍ́Ɯ�̅ȗ̂
ˢǡɴ˒ˌ́˄�˭˼̶̜͍̩͇͌̑̉̊ŲƇ�˩ʙʓʚ˯ĝĘ˾̀ʔʐ˒āȡ˛͓̂$ť�%˩ɷɷ
ŲƇ�ň̅-9˞́T˓˒ȋ˿̂́ł˒ʄłˌ́˄ɷ

モラトリアムの恒久化と残された問題点 
˂ʃʁʂʊÓʈĺ̛͓̗̈́̋̈¢ǣɬ˰ʃʁʂʂÓ�ŅʃÓ˚˪˭ĵħ˛̂˨˓ˢbơň˪ŲƇ�˯̿͆
̩͇̇̽̅ðV˞́¢ǣɬuƿ˭ǯp˜ˢ˄˙˯˙˪˭˾̪̮̀̉͌̇̚˯bơň˽ŲƇ�˰
ũ˭°˿̂́˯˩ˌ̃ˎˑ˄ɷ
˂��˩͓ʠʍʗʔʕ˯̪̺͎̇̐̚ɍəʡʨʱʭʬ˛̆˿ʙʓʚ̴̢̜̥˒ʘʲʱʪʤʥʤʻ˭Ȣ˥ˢʉÓɛ˯ɷɷ
̩͇̿͆̇̽Ġǒ˯ȝ*˪�ɮƈ̅Cċ˞́˄ɷ
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˂̩͇̿͆̇̽˯úŉ̅ȝ*˞́˯˭ɑȉˬĢ«˒ˌ́˄ʃʁʂʂÓˑ˿ʃʁʂʉÓ˸˩˯̩͇̿͆̇̽
Ľɛ�˭ʂʉʁʁ�ʫʤ˯bơň͍ŲƇ�˭ɚƬșj˒@˛̂ˢ˙˪˩ˌ́˄̩͇̿͆̇̽X�̅ƿ
˞��˰\Ó˚˪˭Ğ´˛͓̂ËĠÖ˒ʍʛʗɺˡ˯�˯��GƣX�ɻ˴˯ȸĖ˯ū´ř̅ɷɷ
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ɹ皆さんは、油がどのようにつくられているかご存じでしょうか。植物油の原料となるもの
は植物の①種子、②果実、③その他（胚芽、仁など）のいずれかです。これらの原料から油
を取り出すのですが、その方法は大きく分けて二通りあります。一つ目は「圧搾法」と呼ば
れる製造法。文字通り原料に圧力をかけて油を搾り出します。「昔ながらの製法」と言われ
るものはこの圧搾法になります。もう一つは、「抽出法」と呼ばれる近代的な製造法。原料
を溶剤に浸けて化学的に油を抽出し、脱臭や脱色等の工程を経てつくられます。大量生産型
の安価な油はほとんどがこの抽出法で製造されています。 
　さて、筆者が何者かという自己紹介がまだでした。私は岡山県の北東部に位置する西粟倉
村という人口1,500人弱の小さな村で、油搾りをしています。今年98歳になる師匠に昔なが
らの圧搾法を習い、2014年にヒマワリやゴマ、ナタネなど植物の種子を原料とした食用油
脂を製造する「ablabo.（アブラボ）」という名の事業を立ち上げました。 
　なぜ油屋を始めたのかというと、ただシンプルにおいしい油が食べたかったから。元々は
調味料を扱うお店を始めるつもりでしたが、調べていくうちに「そもそもおいしい油が少な
いし、後継者不足で無くなっていくかもしれない」という事実に直面しました。食用植物油
脂の国内自給率がどれくらいかご存じでしょうか？実はたったの2％なのです。 
　「でも米油とか、国産のものも結構見かけるよ？」と思われるかもしれませんが、ここで
登場するのがパーム油。私たちは、日常生活の中で知らず知らずのうちにたくさんの油を　
摂取しています。スーパーで買うお惣菜に使われる油、インスタントラーメンの製造工程で
使われる油、そしてチョコレート菓子にも油は含まれていて、その多くがパーム油だと言わ
れています。皆さんご存じの通り、パーム油の原料となるアブラヤシの栽培による環境破壊
が問題になっています。ただ「油」という面だけ見ると、パーム油は酸化安定性に優れ熱耐
性もあるため加工食品や外食産業で非常に使いやすいのです。 
　このパーム油に替わる、国内で自給できる油はないだろうか？という問いを「ウータン・
森と生活を考える会」メンバーよりいただき、私なりの考察をしてみました。 
　結論から言えば、可能性があると思えるものは①ツバキ油、②カヤ油の2つです。まず　
第一に考えたのは、「原料栽培の持続可能性」です。ナタネやゴマももちろんおいしいので
すが、それらは畑につくる作物で、栽培方法によっては連作障害も出るため膨大な土地が　
必要となります。そして広ければ広いほど、人手も必要となります。人口減少社会ではあま
り得策とは言えません。一方ツバキとカヤは、「木」です。一度植えれば、適切な管理をす
れば数十年、上手くいけば100年でも実を収穫することが可能です。（樹齢300年のカヤの
木も、いまだに実をつけます）そしてもう一つ大切なことが、酸化安定性。植物油はその油
を構成する「脂肪酸」の比率によって酸化安定性が変わります。例えば今注目を浴びている
アマニ油などが豊富に持つαリノレン酸は、酸化に対して非常に弱いです。その点も考慮し
た上で、可能性があると判断したのがツバキ油とカヤ油のいずれかでした。 
　そんな考察をしておきながら、弊社でツバキ油やカヤ油が買えるのか？というと、残念な
がら商品ラインナップの中にはありません。提携している農家や事業者から加工委託を受け
て弊社でツバキやカヤを搾ることはありますが、それもまだまだ生産量は少なく市場を形成
できる規模ではありません。 
　カヤの木は戦後に多くが伐採され今ではほとんど残っていませんが、ツバキの木はそこか
しこに自生しています。国内に未利用資源として残るツバキの実を、なんとか集めて油に　
出来ないか。ablabo.の今後のミッションとしてアクションを続けていこうと思います。 
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パーム油に替わる日本での食用油の自給を考察する 
ablabo.代表　蔦木由佳（アブラボwebページ：ablabo.org ／Facebook：「アブラボ」）

つた き ゆ か



 

『コーヒー豆を追いかけて』 
地球が抱える問題が熱帯林で見えてくる 
 原田一宏著  くもん出版  2018年3月  (高学年から) 

コーヒー豆のことを調べると、地球上のさまざまな問題が見えてきます。 
コーヒー豆の栽培で、熱帯林の木がたくさん切られていないか？ 

森がへり、野生動物と人間の衝突が起きていないか？ 
地球温暖化に影響をおよぼしていないか？ 

コーヒー豆を栽培する農民たちの暮らしはどんなふうか？ 

熱帯林に何度も足を運び、森のようすや、そこに生きる人たちの暮らしを研究してきた　
著者が、調査や研究のようすを紹介しながらわかりやすく話します。(出版社の紹介より) 

著者は、トラの森で冷や汗をかき、街に出てきたサイに驚きながら、人とコーヒーと　 
森の共生、日本と現地の関係をみている。研究に終わらず、インドネシアの生産者を 

応援するフェアトレード団体を作り、日本と現地をつないでいる。 

☆姉に油ヤシと熱帯林破壊の話をすると、「そんなことがあるの？」と言われた。 
身内にも伝わっていないのにはヘコんだ。まずこの本から読んでもらおう。 
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ablabo.の由佳さんとお師匠さん、商品ラインナップ、搾油の様子



　ウータンは多様なメンバーが集まった、小規模で小回りの利くNGOです。今回はひと
つ、ウータンらしい支援活動がありましたのでご紹介いたします。 
　元インドネシアNGO（BOSF）の方で、今はコミュニケーションを専門に大学教授、政府
への助言、各地でワークショップなどされているエミリアさん。昨年会社を立ち上げられ
（CPROCOM: Center for Public Relations, Outreach and Communication）、年に2回、
気候変動を前面に出して毎回サブテーマを設定し、ご自宅併設のミーティングルームで
フォーラムを開催しています。このフォーラムは小規模ですが、各界のキーパーソンが　　
集い、緩やかなネットワークを形成できていると言います。具体的には、SNSを中心に呼び
掛け、政府関係者やNGO、研究者、マスコミ関係者などが参加しているそうです。また、　
このイベントもきっかけとなって始まった、毎週末の地域（ボゴール）の子供への環境教育
も精力的に続けられているようです。 
　そんなエミリアさんから、私が渡航した今年2月、第3回目となる4月下旬のフォーラムを
スポンサーとして支援して関わってもらえないか、と打診がありました。すぐにウータン内
で議論したところ、「（今回のサブテーマである）再生可能エネルギーはウータンの主要
テーマでないのでは？」「会社や組織の立ち上げ時期は大変だと思うので支援したいが、
ずっと継続するのは難しい」など様々な意見が出され、極力リスクを回避する方法やスタン
ス等について議論されました。それを踏まえて、最終的に200万ルピア(16,000円)を寄付し、
イベント開催後にはすぐにエミリアさんから感謝の言葉とともに、70人の参加者と15人の
ボランティアによって無事開催されたと、沢山の写真と報告をメッセージで頂きました。 
　個人的に、今回の件は次の3つのような点で意義があったと感じています。 
　ひとつは、ウータンも重要だと考えて注力している「分野や立場を超えた人の繋がりを草
の根から力強く形成していく」を始めようとするインドネシアの人たちを応援できたこと。
2つ目は、常識や過去の事例等に捕らわれず、これまで地道に築き上げてきた人脈と具体的
な活動を通して実感している　
信頼関係に基づき、仲間のチャ
レンジを支えられたこと。そし
て最後に、ウータン内で議論す
る際に、やみくもに反対や賛成
に拘り過ぎず、色々な　意見や
考えを共有できたこと。 
　現地とのリアルな繋がりを　
大切に、本当に重要だと思う　
活動を、多様なメンバーと議論
して試行錯誤しながら続けられ
るのがウータンの魅力だなぁと
改めて実感できる活動でした。
エミリアさんのフォーラムは、
次回は森林をサブテーマに取り
上げるかもしれないと聞いてい
ます。 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　活動レポート「草の根の力強いネットワーク」　by Yucco
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ĿňĭŊĝŃıŎđus�OĂ�V~ÝÚő@ 
�Ǎ¯³Ƽǋü˯ȁĮ̨̢͎˩�˯§˸́ʆĺʂˑ
ĺɛ˭̡̻̇͌˯ŐňŻÁ˒ʈʄʊ�͓LÓŤʆʃ͐�
̅ȕɗ͓ţǄ̙̥͎̐�ʃ˦˒¤̄̂ˢ˄ħ¢ǣɬ˯
˼˪˩Ʊȍ%H˒#�˜ɉŰ�đ͓ƕ�͓ɖÇɚƬ
˒ŚȀ˄˂ʢʜʨʸʷʨʵʶɷɷʇĺʃīʣ 

�wĒus�OİŌ�¢Đ+ąÝØØØ�íéđus�A 
ʃʁʃʁÓ˸˩˭Ȱ�ˌ́ȥɈ˩Őňƽ�̅ǟ̄˿ˠ́
˪ʃʁʂʁÓ˭:ǚ˜ˢʏʲʱʶʸʰʨʵɷʓʲʲʧʶɷʒʲʵʸʰ˯̱͎̽
ŭ͓¢ȭ͓ƔǶ͓Ǜ̶̱͈ǐ˯¢�œ˰͓˙˯ɛ˭˂
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̪̮̉͌̇̚˰ʃʁʂʇÓˑ˿ǀ!ňœĠǒ̅Ʉ˻͓�œ
˯��g¥ˑ˿°́ˢ˻ʅʈ�ʫʤ˯øǲň͑ʫʸʷʤʱɷ
ʤʧʤʷ͒/ȅ�˯��̅:ɚ˄ƥȦýǦ˓˯Ǝɤ˛˒˂
Ȥɮ˩͓˙̂˸˩˭��řGȜ˒��˛̂ˢ˯˰ɷɷɷ
ʅʊłʃɿʃ�ʫʤ˄ʢʘʲʱʪʤʥʤʻ˂ʇĺʃʇīʣ 
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Ƴŗ̅Ɉú˜ˢ�œ˰˶˪̆˫ˬˍ˄ʂʅ˯Îťǀ!
ǠǬɃn˒Ǩí˭ʍʦʦʲʸʱʷʤʥʬʯʬʷʻɷ ʒʵʤʰʨʺʲʵʮ̬̉̇̚
̵̤̅Ǎˤ�˘̶͓͈̙̤͎̍̐͆̉̌͌̚˯;ɀ�
ƀ̅Ș´˄ʢʘʲʱʪʤʥʤʻɷɷʈĺʂʊīʣ 
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̪̮̉͌̇̚ĹɵȄ˰ʃʁʂʆÓ˯�ƂƮˬŐňƅƆ˪
ƌ¸˩˯¢ǣɬ̅s˺ĠÖ˯Ȱ�̅Ⱦe˞́Îť˪
Ɵ�ʙʓʚ˭˾́țȖ˩�ǜ½Eū̅ĝĉ˄ĠÖ˰˂
ŐňƅƆ˯ɝş˪ǪzýŢ̅Ȩ˝͓=ƬɝşĔǮ̅
y˝ˢ˄˂ʢʘʲʱʪʤʥʤʻɷɷʈĺʃʄīʣ˂ 
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�Ƒ˯Ǧ˕̪̮̉͌̇̚˩˰�ɍ˩ʃʁʂʆÓ̅��́˂
ŐňƅƆ˒Ƭơ͓̜̻̩͆˯ʄË̢͓͇̻̐͌͌˯ʄË˩
ɧÑ�÷̅¶Ȑ˄�¹ɝƆÔ͓ȷ͓Ȫ¼ǐˑ˿ʆʁʁʁ
���˒ŵɊ˛̷͇̂˭˾́ŧƒß˽�Ìɞɦ˼˂˂
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WŞ͓͓̜͓̫̣͓͇͎̪͊̇̇͆̐̐͌͆͌̚̕˪WŔ
�<m�˩͓Əű˯ˢ˻7(˯ˬˍȌŘ˩Őň͓˂
ŲƇ�ƅƆ˯Ƭơ˪ȁĮƦ2˩Eĭ˄Ŧ/aŜ˭˂
áɪ̅�ˏ́¢ɓ˯ʏʚʃ˪̢̾͌˯Ƭơ˒�Ž˄
ʢʕʱʧʨʳʨʱʧʨʱʷɷʈĺʃʃī͓ʎʎʏɷʉĺʄīʣ 
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̛̗̈́̋̈¢ǣɬ˰͓ʃʁʂʂÓ�ŅʃÓ˚˪˭ĵħ˛̂˨
˓ˢbơň˪ŲƇ�˯ħȌɚƬșj˯>Ǣ̩͇͑̿͆
̇̽͒̅ðV˞́¢ǣɬuƿ˭ǯp˄ɆcʉÓɛ˭
̩͇̿͆̇̽��<˩ʂʃʁ�ʫʤ˯Őň˒¤̄̂ˢ˪˜͓
͇͎̳͎̜͌̕ˬ˫ʙʓʚ˰Sŉ̅ƪ�ȍ˄͑Fǈ˂˂
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̵̛͈͆˪̣̏͆͌˯ƼǋǴ˭˾́˪͓Őňŷ¤˪˂˂
Ŧ/�T˒Ǧ˕˪ʃʁʆʁÓ˸˩˭śǇ˯ʆʉ͐˒¤̄
͓̂ˎˤʅʊ͐˒ǤƂ˯jǸî˄W͍Ȉɍ˯Őň˰ʆʄ͐˂˂
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̵̛͈͆˯ŐňƅƆ˰�Ó˭8̀ʈʃʁʁʁǓü͓LÓ
oĽŤʉʄ͐�˪�Ǎ¯³Ƽǋü˒ƬȂ˄ħ¢ǣɬ
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&QŃŋŐĬĝČ�¼sĂ�ÇĄĚ���Ă(} 
�Ó˭8̀\É̻͉͎̇̚WȈɍ˩˯Őňƽ�˒˂
OɁ˄-Ȭ�˯ũ-¬ň˒̢̔͆͌͌ËĠÖ˭˾̀
ɚƬjǸ�˭�ĵ˛̢͓̻̭̂͌̑͆�Ǎ:�vȼ
˯Ő˒�đ˄Ő˭Ĵ˿˞7$ť̜͇̏͆͌̇˯ơŴ˽
ɒơơƖ˒aŜ˭˄ʢʘʲʱʪʤʥʤʻ˂ʉĺʃʄīʣ 

ĮŉňŎĤČ�ÐđōĬŎķŎr¢ČđMÀ³�ē 
	Ƨ˩Ĺ˼ɵ*ˬɳľ˯Ŭɳ˒˩˓́ʤʴʸʬʯʤʵʬʤ͓
ʪʻʵʬʱʲʳʶÆ˰9Ǉ˒̩͋͌͌̚ńǚʃɯ˭ƭɗ˛̂˨
ˍ́˒͓̜͇͆͌̐˿˯»ȹ˒Ǥˏˬˍ˄~œō�{
˒Î�˭@́˸˩˙̂˿̅oʂɯ˭Ō�˘˞́ȌH˒
Ū˻˿̂́˄ʢʘʲʱʪʤʥʤʻ˂ʉĺʃʄīʣ 

ĿňĭŊD¥ÍĂus����Đ¿đ�#ěf� 
̡̻̇͌˯ŐňƅƆ˒Ĉ¢˞́ˬˑ͓¯³Ƽǋü˒
̨̢͎̅čɂ˜ˢ˪üə̅ȏ�͓ƅƆ˰ʙʓʚ˯Ǻ&
Ǻƃ˯jǸî˪ƬȐ˞́ˬ˫Ɩȫ̅ɐ˜ˢ̺͈̠̫͊
¢ǣɬ˒͓˦ˍ˭ŷƅŴT˭ȷ˯@T̅Ċƿ˄
ʢʜʨʸʷʨʵʶ˂ʉĺʆ͓ʃʂī͓ʎʎʏ˂ʉĺʃʅīʣ 

ĿňĭŊĂĝŃıŎ��ēđåßđ§[hgěc1 
̵̛͈͆˰͓ʓʈ˭˾̡̻́̇͌ȧ�˴˯ŐňƅƆ˂˂
¾ǒȱ˪˜˨ʃʁʁʁ�̪͈˯ǨíĝĘƥ˜@̅Ćr˄˂
ʓʈ̙̼̥̩˩˯�̻̔͊͌ɲƵ˿˯�ɢƮaŜ˪˯˂
ƬȐ̅őť��ǰƮ˪ĀE͓ˡ˯ɔ˰ŞË˯=őň
˭�ˠ˱˾ˍ˪˄ʢʓʸʤʵʧʬʤʱ˂ʉĺʃʈīʣ 

łŉľĝđĝŃıŎ;<ČÙØØ�íéđus�F 
̵̛͈͆˭��̅Ē˞̺͇̲́̇ņɍ̡̻̇͌��˩
˼ʃʈʁʁ�ƈ˩ŐňƅƆ˒ƾȡ͓ʂʁʁ�ʫʤ˒Ƌ¤˄˂˂
7ĺ˭7$ť˯Ƌƨ̅ȡ˻́Űæ̅@˜=Ɍ̅ƳĊ
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ウータン・メンバー現地報告会 
「ボルネオ島の泥炭地に暮らすコミュニティと森の共生を考える」 
2017年からウータン・森と生活を考える会のメンバーが何度か現地視察に訪れてい
る、ボルネオ島の西カリマンタン州（インドネシア）にあるスンガイ・プトゥリ地域。
そこは、オランウータンの数や泥炭地の深さなどからみて、世界的に貴重な熱帯泥炭林
であると注目を浴びています。ところが2017年度初め、この地域で木材会社が産業造
林開発のために長い水路を掘ったというショッキングなニュースが入りました。 
ウータンでは、この泥炭地を囲む地域に住むコミュニティが大規模開発に頼らず暮らし
ていく方法を模索するため、スンガイ・プトゥリのNGOや村々を訪れてきました。
（その様子の一部は本誌４～７ページの記事でも取り上げています。） 
報告会では、スンガイ・プトゥリ地域で生産している非木材林産物のお土産の試食をし
ながら、現地で見た取り組みや今後の課題についてお話しします。 

日時：10月14日（月・祝）13:30～16:30 
場所：大阪聖パウロ教会１階（阪急梅田駅徒歩５分） 
　　　http://kansaingo.net/access/　 
参加費：無料　　定員：30人 
お申込み・問合せ： 
専用の申込みフォームからお願いします➡ 
またはcontact-hutan@hutangroup.orgまで 
※この学習会は地球環境基金の助成を受けて開催します。
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  ウータン・森と生活を考える会  
【OFFICE】  〒 530-0015 大阪市北区中崎西1-6-36

サクラビル新館308
「関西市民連合」気付
Tel.06-6372-1561

【一部】411円【年会費】5111円
【郵便振替】11:41.5.4991

◉購読希望の方は郵便振替で申し込み下さるか、又事務所までご連絡下さい。
◉ウータン定例会は、火曜日7:00pmより「関西市民連合」事務所にておこなっております。

mail：contact-hutan@hutangroup.org


